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愛
知
の
青
年
た
ち
も
登
壇 住

民
の
く
ら
し
を
守
り
、
安
全
・
安
心
の
公
務
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
め
ざ
し
た
、
春
の
自
治
体

キ
ャ
ラ
バ
ン
が
５
月
１８
日
か
ら
と
り
く
ま
れ
ま
し

た
。
格
差
社
会
と
貧
困
が
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
も
と

で
「
住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
」
べ
き
役
割
を
担
っ

て
い
る
地
方
自
治
体
に
、
そ
の
施
策
の
充
実
を
求
め

る
た
め
に
と
り
く
ま
れ
た
も
の
で
す
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
１８
日
か
ら
２１

日
ま
で
を
中
心
に
、
愛
知
県
を

含
む
、
県
内
す
べ
て
の
自
治
体

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
２１
日
の

刈
谷
・
高
浜
・
碧
南
コ
ー
ス
で

は
「
格
差
と
貧
困
が
深
刻
化
す

る
中
、
自
殺
者
が
１２
年
連
続
３

万
人
を
越
え
る
な
ど
、
国
民
・

労
働
者
の
く
ら
し
は
深
刻
化
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
自
治

体
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
」
と
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
か
ら
趣
旨
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
上
で
、
自
治
体
が

直
接
雇
用
す
る
臨
時
・
非
常
勤

の
最
低
賃
金
を
時
間
額
１
０
０

０
円
以
上
、
日
額
７
５
０
０
円

以
上
、
月
額
１６
万
円
以
上
に
す

る
こ
と
。
ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
必
要
な
人
員
を
正

規
職
員
で
確
保
す
る
こ
と
な

ど
、
１３
項
目
の
要
請
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

臨
職
の
夏
休
み
な
ど

制
度
面
で
前
進

刈
谷
市
で
は
、
臨
職
の
賃
金

に
つ
い
て
、「
概
ね
正
規
職
員

の
初
任
給
を
も
と
に
、
地
域
手

当
含
め
て
時
間
給
を
定
め
て
い

る
」
と
回
答
が
さ
れ
、「
補
助

的
（
短
時
間
臨
職
）
な
職
務
は

８
１
０
円
だ
が
、
フ
ル
タ
イ
ム

に
つ
い
て
は
１
０
０
０
円
以

上
」
と
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
か
ら
は
、
８
１
０
円
で
は

生
活
保
護
よ
り
低
い
額
で
あ
り

改
善
を
、
ま
た
フ
ル
タ
イ
ム
臨

職
に
つ
い
て
は
正
規
職
員
化
を

求
め
ま
し
た
。

高
浜
市
と
の
懇
談
で
は
、
公

務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に

向
け
た
人
員
補
充
の
要
請
に
対

し
て
、
当
局
側
か
ら
「
保
育
士

と
幼
稚
園
教
諭
の
フ
ル
タ
イ
ム

臨
職
の
解
消
に
む
け
、
該
当
総

数
の
１
割
を
翌
年
度
正
規
職
員

化
す
る
た
め
に
募
集
を
か
け
、

段
階
的
に
解
消
を
図
っ
て
い

る
」
と
回
答
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
時
金
に
つ
い
て
は
、

正
規
職
員
の
２
分
の
１
の
支
給

率
で
出
し
て
い
る
と
し
ま
し

た
。最

後
に
訪
問
し
た
碧
南
市
で

は
、
臨
時
職
員
の
最
低
単
価
を

９
５
０
円
に
設
定
し
て
い
る
。

経
験
年
数
加
算
を
加
え
る
と
１

０
０
０
円
を
超
え
て
い
る
と
回

答
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
の
通
常
国
会
で
成
立
し
た

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
」（
良

質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の

た
め
に
は
、
従
事
す
る
労
働
者

の
労
働
条
件
を
適
正
に
確
保
す

る
）
と
し
た
法
律
に
つ
い
て
、

「
法
の
趣
旨
を
周
知
徹
底
し
、

適
正
な
雇
用
条
件
の
確
保
に
努

め
る
」
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
３
自
治
体
と
も
臨
職

の
夏
休
み
を
制
度
化
し
て
い
る

と
回
答
、「
は
た
ら
く
者
の
権

利
手
帳
」
を
市
の
窓
口
に
置
く

こ
と
に
つ
い
て
、「
検
討
し
た

い
」
と
す
る
な
ど
、
多
く
の
自

治
体
で
友
好
的
な
懇
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
も
う
が
ま
ん
し
な
い
、
ま

と
も
に
生
活
で
き
る
仕
事
を
」

と
、
５
月
１６
日
、
全
国
青
年
大

集
会
が
東
京
の
明
治
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
に
全
国

か
ら
５
２
０
０
人
・
自
治
労
連

愛
知
か
ら
１９
人
が
参
加
し
、「
人

間
ら
し
く
働
け
る
社
会
を
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
不
当
な
働
か
せ

方
へ
の
告
発
と
た
た
か
い
が
交

流
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
セ
ミ
コ
ン
の
「
派
遣
切

り
」
と
た
た
か
っ
て
い
る
熊
本

の
青
年
は
、「
全
国
の
仲
間
に

励
ま
さ
れ
、
あ
き
ら
め
が
希
望

に
か
わ
っ
た
。
私
た
ち
は
一
人

じ
ゃ
な
い
」
と
発
言
。
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
若
狭
に
正
規
雇
用
を
要

求
し
て
い
る
青
年
は
「
無
法
が

ま
か
り
通
る
今
の
派
遣
法
を
次

代
に
残
し
た
く
な
い
」
と
力
強

く
発
言
。
東
京
武
蔵
野
市
に
あ

る
横
河
電
機
で
派
遣
を
雇
い
止

め
さ
れ
た
女
性
は
、「
政
府
案

で
は
、
業
務
偽
装
は
な
く
せ
な

い
。
私
は
負
け
な
い
。
正
し
い

と
信
じ
る
こ
と
を
や
っ
て
い

く
」
と
述
べ
る
と
、
参
加
者
か

ら
大
き
な
拍
手
が
起
き
ま
し

た
。
ま
た
、
１
日
派
遣
村
で
命

を
つ
な
い
だ
若
者
、
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
や
建
設
不
況
で
苦

し
む
労
働
者
な
ど
が
次
々
と
発

言
し
、
５０
件
の
ア
ル
バ
イ
ト
面

接
に
落
ち
、
学
費
を
滞
納
し
て

い
る
定
時
制
の
高
校
生
な
ど
、

切
実
な
訴
え
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
連
帯
あ
い
さ
つ
と

し
て
、
日
弁
連
会
長
の
宇
都
宮

健
児
弁
護
士
が
、
反
貧
困
対
策

本
部
を
設
置
し
て
貧
困
の
解
決

に
と
り
く
ん
で
い
く
。
全
労
連

の
大
黒
議
長
が
、
政
権
交
代
が

実
現
し
た
が
国
民
の
生
活
は
よ

く
な
っ
て
い
な
い
。
派
遣
法
の

改
正
や
、
最
低
賃
金
１
０
０
０

円
へ
の
引
き
上
げ
、
正
社
員
が

当
た
り
前
の
社
会
に
し
て
い
こ

う
。共
産
党
の
志
位
委
員
長
は
、

社
会
的
な
連
帯
の
力
で
派
遣
法

を
抜
本
改
正
し
、
平
和
な
未
来

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
。
反
貧
困

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
の
湯

浅
誠
さ
ん
は
、
新
た
な
つ
な
が

り
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
運
動

で
あ
り
、
今
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
し
、
生
き
や
す
い
、
生

が
肯
定
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
っ

て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

各
地
か
ら
の
発
言
で
は
、「
プ

レ
企
画
を
２
０
０
人
で
成
功
さ

せ
た
」（
愛
知
）
な
ど
、
集
会

実
行
委
員
会
を
つ
く
っ
た
こ

と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
前
で
の
聴
き
取
り
、

青
年
組
織
の
結
成
な
ど
の
と
り

く
み
が
報
告
さ
れ
、
参
加
者
が

一
斉
に
風
船
を
飛
ば
し
て
ア
ピ

ー
ル
へ
の
賛
同
を
示
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ア
ピ
ー
ル
ウ
ォ

ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�稲沢市 �設楽町との懇談会場をうめつくす青年たち

��������	

ハンガーストライキ
６月１７日（木）栄広場
職場からハンストに連帯を

労労働働者者・・住住民民のの
くくららしし向向上上めめざざしし
���������

������������������
全全国国青青年年大大集集会会 22001100

		

��������



（２）自治体 あいちの仲間２０１０年５月２５日 第１００６号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

不
景
気
が
長
引
き
、
市
民
の

く
ら
し
や
雇
用
が
い
っ
そ
う
不

安
を
増
し
て
き
て
い
る
な
か
、

市
民
が
元
気
よ
く
安
心
し
て
安

全
に
く
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

や
ろ
う
と
、「
東
三
河
食
育
街

な
か
活
き
活
き
春
フ
ェ
ス
タ
」

が
５
月
１６
日
、
豊
橋
駅
南
口
駅

前
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
東

三
河
労
働
組
合
総
連
合
や
豊
橋

市
職
労
、
愛
知
農
民
連
、
な
ど

で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
開
い

た
も
の
で
す
。

２
年
振
り
に
行
っ
た
春
フ
ェ

ス
タ
（
写
真
）
で
、
今
年
の
テ

ー
マ
は
農
業
生
産
額
が
全
国

ト
ッ
プ
水
準
を
誇
る
東
三
河
地

域
な
ら
で
は
の「
地
産
地
消
」。

愛
知
農
民
連
に
よ
る
キ
ャ
ベ

ツ
・
大
根
・
ト
マ
ト
や
低
農
薬

米
、
新
茶
な
ど
の
新
鮮
な
農
産

物
の
販
売
、
東
三
河
労
連
に
よ

る
地
元
食
材
を
使
っ
た
タ
ケ
ノ

コ
ご
飯
や
味
噌
お
で
ん
・
焼
き

そ
ば
な
ど
食
べ
物
の
販
売
、
豊

橋
市
職
労
に
よ
る
「
ま
ち
な
か

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」・
ふ
わ
ふ

わ
風
船
・
学
校
給
食
の
試
食
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
問

題
を
き
っ
か
け
に
共
同
し

た
、
う
ず
ら
食
品
の
会
社
も

初
参
加
す
る
な
ど
、
と
り
く

み
が
広
が
り
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
ー
ト
レ
ー
ド
、
布

ぞ
う
り
づ
く
り
、
プ
ラ
板
づ

く
り
、
生
活
相
談
な
ど
も
と

り
く
ま
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

中
国
独
楽
の
大
道
芸
や
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
お
こ

な
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
が

楽
し
く
観
覧
、
参
加
す
る
な

ど
、
元
気
が
湧
く
と
り
く
み

と
な
り
ま
し
た
。
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５
月
１５
日
〜
１６
日
、
犬
山
市

内
で
、
県
本
部
役
員
学
校
パ
ー

ト
�
が
開
校
さ
れ
、
３０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

第
Ⅰ
講
義
に
た
っ
た
、
田
上

光
徳
さ
ん
（
元
愛
知
県
本
部
副

執
行
委
員
長
）
は
「
民
主
的
自

治
体
労
働
者
論
の
実
践
と
自
治

体
労
働
者
の
権
利
宣
言
」
と
題

し
て
、
河
村
市
政
の
悪
政
と
た

た
か
う
名
ブ
ロ
の
と
り
く
み

や
、
医
師
不
足
に
よ
る
病
院
存

続
危
機
の
な
か
、
住
民
と
共
同

し
た
署
名
の
と
り
く
み
、
今
日

的
運
動
の
実
践
や
革
新
自
治
体

建
設
の
と
り
く
み
と
結
び
つ
い

た
実
践
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

第
Ⅱ
講
義
は
、
伊
藤
欽
次
さ

ん
（
元
愛
知
県
本
部
書
記
長
）

が
「
賃
金
闘
争
は
困
難
に
直
面

し
、
た
た
か
い
は
弱
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
乗
り
こ
え
、
前
進

さ
せ
る
道
は
」
と
題
し
て
、
す

べ
て
の
労
働
者
と
共
同
し
て
た

た
か
う
こ
と
が
重
要
。
と
く
に

「
公
務
公
共
関
係
労
働
者
」の
権

利
・
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
・

引
き
上
げ
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が

大
切
と
強
調
し
、
た
た
か
い
の

主
戦
場
は
、
職
場
・
単
組
・
地

域
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
の
講
義
は
、
羽
根
克
明

さ
ん
（
前
愛
知
県
本
部
執
行
委

員
長
）
が
、
労
働
組
合
の
基
本

３
原
則
と
任
務
と
役
割
を
改
め

て
押
さ
え
る
こ
と
が
大
事
。
日

本
の
労
働
組
合
運
動
の
歴
史
と

「
全
労
連
」「
自
治
労
連
」
の

結
成
と
発
展
に
確
信
を
持
ち
運

動
を
す
す
め
る
こ
と
が
大
切
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
職
場
地
域

に
持
ち
帰
り
仲
間
に
伝
え
た

い
」「
年
代
別
学
習
会
を
開
催

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

５
月
８
日
、
第
１７
回
県
本
部

囲
碁
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
、

１６
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

Ａ
の
部
（
有
段
）、
Ｂ
の
部

（
級
）
に
分
か
れ
て
対
戦
し
、

白
熱
し
た
対
局
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
好
評

の
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
対
局

も
行
い
ま
し
た
。

囲
碁
の
部
Ａ
は
、
小
林
哲
広

さ
ん
（
名
古
屋
市
職
労
）
が
優

勝
し
ま
し
た
。
将
棋
の
部
Ａ
は

福
島
隆
夫
さ
ん
（
名
水
労
）
が

優
勝
し
ま
し
た
。

囲
碁
Ａ
の
上
位
３
人
は
全
国

大
会
出
場
が
決
定
し
、
将
棋
Ａ

の
上
位
３
人
は
６
月
１３
日
の
東

海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
、
全

国
大
会
出
場
を
か
け
、
静
岡
県

代
表
と
対
戦
し
ま
す
。

全
国
大
会
は
７
月
１６
日
〜
１７

日
に
神
奈
川
県
湯
河
原
町
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
囲
碁
将
棋
大
会

の
結
果
は
下
記
の
と
お
り
。

第
１７
回
県
本
部

囲
碁
将
棋
大
会

比べてみれば…
やっぱり安い
自治労連共済の

自動車共済

���������	
�
第
２
回 ������
仕事やクミアイのこと、トコトン語ろう

６月１２日�～１３日�
伊東ホテル聚楽

申込みは組合役員または組合事務所まで
熱心に講義をきく参加者

�
�
�
�
�
�
�
�

囲
碁
Ａ
の
部

優
勝

小
林

哲
広

（
名
古
屋
市
職
労
）

２
位

平
野

央

（
名
古
屋
市
職
労
）

３
位

恒
川

定
雄

（
名

水

労
）

将
棋
Ａ
の
部

優
勝

福
島

隆
夫

（
名

水

労
）

２
位

安
富

徹

（
名
古
屋
市
職
労
）

３
位

竹
河

伊
知
郎

（
名
古
屋
市
職
労
）

囲
碁
Ｂ
の
部

優
勝

大
矢

晃

（
名
古
屋
市
職
労
）

２
位

犬
飼

参
好

（
名

水

労
）

３
位

北
川

峰
孝

（
名

水

労
）

碧
南
公
務
公
共
一
般
労
組

（
５
月
８
日
）

執
行
委
員
長

杉
浦

久
子

副
執
行
委
員
長

石
川
三
重
子

書

記

長

角
谷

唯
高

自
治
体
一
般
労
組
安
城
ヘ
ル
パ

ー
分
会

（
５
月
１５
日
）

執
行
委
員
長

中
山

民
子

副
執
行
委
員
長

竹
内

一
美

〃

大
元
喜
久
代

単単
組組
定定
期期
大大
会会

役役
員員
紹紹
介介

１
０
０
２
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は
「
カ
テ
イ
サ
イ
エ
ン
」
で

し
た
。
３０
通
の
応
募
が
あ
り
全

員
が
正
解
で
し
た
。
以
下
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

村
松

裕
樹
（
豊
橋
市
職
労
）

彦
坂

茂
雄
（
豊
橋
市
職
労
）

小
幡

和
子
（
西
尾
市
職
）

三
浦

厚
男
（
瀬
戸
市
職
労
）

八
澤

英
子
（
春
日
井
市
職
労
）

西
村
安
季
子
（
犬
山
市
職
労
）

石
黒

裕
子
（
岩
倉
市
職
）

村
井
見
早
子
（
長
久
手
町
職
労
）

蟹
江

吉
弘
（
中

水

労
）

高
須
万
里
奈
（
半
田
市
職
）

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

６
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
の当当

選選
者者

い
き
い
き
春
フ
ェ
ス
タ

�
�
�
�
�

賃賃金金・・権権利利
組組合合のの歴歴史史をを学学ぶぶ

県本部役員学校パート�


